本人・保護者のニーズを大切にした教育支援～学校における取組のポイント～
☞ポイント
・障害の有無に関わらず、日頃から子供の様子について保護者と情報共有をしておくことが大切です。

・就学先ありきではなく、本人のニーズについての共通認識からスタートすることが大切です。
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☞本人のニーズを大切にした教育支援の流れ

【年度始めから夏休みまでが重要です】











特別支援学校の見学を


いきなりすすめられたけど、


うちの子はこの学校に


いてはいけないのかしら・・





「通常の学級では無理」、と言われたけど、うちの子のせい？先生の指導のせいじゃないの？





・学習、集団生活等に関する子供の様子を観察し、困難が見られる場面やその様子などについて把握しておく。（担任だけでなく、特支コーディネーター、管理職等複数の教職員の目で見ることが大切）





　保護者との懇談　Ⅰ　（本人の教育的ニーズに関する共通認識を図る）※家庭訪問時に行ってもＯＫ





＜個別の教育支援計画なし＞


・学習や生活の様子から、本人が困っていること、支援が必要であると考えられることについて説明し、家庭での様子や保護者の気付きの状況を把握する。


・支援が必要なこと、学校として支援をしていくことについて共通理解し、支援シートに記入したものを保護者と共有する。








＜個別の教育支援計画あり＞


・前年度より引き継いでいる支援内容について確認する。


・新年度当初の様子も踏まえ、必要な支援内容（合理的配慮）について共通理解し、個別の教育支援計画に記入する。





保護者との懇談　Ⅱ　　（支援内容について共通理解したことを踏まえて）


・個別の教育支援計画（支援シート）に基づき、支援の評価をし、今後の支援を検討する。


※子供の成長を評価するとともに、手立てとしてよかったこと、課題を明確にする。





保護者との懇談　Ⅲ　　（本人に必要な教育・支援の内容について情報提供を行う）























＜Ⅰ⇔Ⅱの対応では難しいと共通理解した場合＞


・専門機関（医師の診察、心理検査等）


・多様な教育の場において提供できる教育の内容


・特別支援学校・学級・通級指導教室の見学・体験





＜Ⅰ⇔Ⅱ＞の対応で支援可能な場合


・定期的に相談を行い、手立ての検討をしながら必要に応じて相談できる専門機関（心理検査・就学相談等）を勧める。








保護者との懇談　Ⅳ　　（望ましい就学先決定に向けての取組）


・市町村教育委員会や関係機関との連携を図り、本人のニーズ、必要な支援、望ましい教育の場について保護者と合意形成を図る。


・








